
インフレスライド適用判定＆算出方法



①先行指示にて実施している工種を加味した設計書の作成

変更契約を行っていないが先行指示した作業についてもスライド対象

スライド判定をするためのベースとなる設計書Ａを作成



②出来高部分に相応する設計金額を算出

①の設計書Ａを基に、基準日時点の出来高数量で設計書Ｂを作成



③旧単価における残工事額の算出

全体工事費

設計書Ａで算出した金額を入力

出来高分

設計書Ｂで算出した金額を入力

・・・①

・・・②

（い、けのみ）

出来高分（か、し～ら）はエクセル
上で自動計算



③旧単価における残工事額の算出

全体工事費

設計書Ａで算出した金額を入力

出来高分

設計書Ｂで算出した金額を入力

・・・①

・・・②

（い、けのみ）

残工事分を算出

①－②

Ｐ１

出来高分（か、し～ら）はエクセル
上で自動計算



④残工事を新単価とした設計書作成

基準書の改定等で施工歩掛に変更のあったものも置き換える
例）施工パッケージ化：ＳＤ００５ ⇒ ＳＺＤ００９

設計書Ａを変更設計し、出来高（旧単価）、残工事（新単価）とした
設計書Ｃを作成



⑤新単価における残工事額の算出

全体工事費

設計書Ｃで算出した金額を入力

出来高分

・・・①

・・・②

出来高分はエクセル上で
自動計算自動計算



⑤新単価における残工事額の算出

全体工事費

設計書Ｃで算出した金額を入力

出来高分

・・・①

・・・②

出来高分はエクセル上で
自動計算

残工事分を算出

①－②

Ｐ２

自動計算



⑥スライド額の算出

Ｐ１：２，１４３，９６０，０００円

Ｓ増＝Ｐ２－Ｐ１－（Ｐ１×１／１００）

スライド算出式

Ｐ２：２，２２３，５６０，０００円

スライド額 ＝ ２，２２３，５６０，０００ － ２，１４３，９６０，０００
－（ ２，１４３，９６０，０００ × １／１００）

スライド額 ＝ ５８，１６０，４００円

Ｐ２：２，２２３，５６０，０００円



⑦スライド額の計上方法

算出したスライド額は精算変更設計時に計上する

計上方法はＺ００４３の配下にＷコードで積上げる



先行購入のため工事材料のみを出来形と認定した場合（積上げ歩掛）

施工単価コードで手間と材料が一緒に
なっているものは・・・



先行購入のため工事材料のみを出来形と認定した場合（積上げ歩掛）

材料のみ（Ｔコード）で抽出し、積上げる



先行購入のため工事材料のみを出来形と認定した場合（積上げ歩掛）

手間のみの歩掛を作成する⇒「特単変換」を利用



先行購入のため工事材料のみを出来形と認定した場合（積上げ歩掛）

Ｖコードで手間のみの歩掛を作成



先行購入のため工事材料のみを出来形と認定した場合（施工Ｐ）

該当する材料の構成比率を施工パッケージ単価表から抽出

構成比から出来高数量を算出



先行購入のため工事材料のみを出来形と認定した場合（施工Ｐ）


